
会議録 

名称 平成３０年度５月富士見市図書館協議会 

開催日時 平成３０年５月１２日（土）午前１０時００分～１２時００分 

場所 中央図書館レセプションルーム 

出席者 

○図書館協議会委員 

渡辺志津子委員長  小森和雄委員（職務代理者） 

木村多喜雄委員   佐藤千枝子委員   

関根衣都美委員   長ケ原美博委員   

野瀬武博委員    本間雄一委員    

山﨑美晴委員    

    

○教育委員会生涯学習課 

 松田副課長  古川主査  矢澤主事補 

 

○図書館 

 清水中央館館長  神山マネージャー 

長谷川鶴瀬西分館長 

下川ふじみ野分館長  青崎前ふじみ野分館長 

 

○指定管理者 

 紀伊國屋書店公共図書館部 福室 

欠席者 渋谷八重子委員 

公開・非公開 公 開 

傍聴 １名 

次第 

○報告・連絡事項 

□各館の平成２９年度事業報告及び平成３０年３月～４月事

業報告（中央図書館・鶴瀬西分館・ふじみ野分館） 

□中央図書館リニューアルオープンに伴う利用状況（中央図書

館） 

□その他 

配布資料 

・図書館協議会５月定例会次第 

・各館の平成２９年度事業報告及び平成３０年３月～４月事業報

告（中央図書館・鶴瀬西分館・ふじみ野分館） 

・富士見市立図書館広報誌『さざなみだより』ほか 

会議録確認 渡辺委員長 

議事内容 

１ 生涯学習課あいさつ （松田副課長、矢澤主事補） 



２ 新任分館長あいさつ （下川ふじみ野分館長） 

３ 委員長あいさつ （渡辺志津子委員長） 

 

４ 各館からの事業報告 

＜中央図書館＞ 

・資料に基づき報告。特にリニューアルオープン後の利用者数、貸出冊数につい

て説明。前年度４月比、来館者１３％増、貸出利用者数２３％増、貸出冊数３

６％増。このことは１人あたりの貸出点数が増加したことを示している。 

・利用者の方から「本が少なくなった」との声があるが、「見やすくなった」と

の声もある。資料が少なくなったことで本が見やすくなり、利用が増えている

側面もある。 

・今後の資料選定について。新刊のみを選定するのではなく、蔵書構成上欠損し

ている主題や基礎教養的な資料を揃えていく必要があると考える。 

 

【質疑応答】 

委員：大学で学んでいる者として、大学以外の図書館で調べものをする場合、 

中央図書館を利用することが多い。教養関係の資料を揃えていくとい 

うのは、ありがたい。 

委員：学校司書研修会の参加人数について。図書館から何名、小・中学校か 

ら何名の参加があったか。 

図書館：４月の研修は、中央図書館職員１名と小・中学校の学校司書（小学校 

１１校、中学校６校、特別支援学校１校）が参加。６月の研修は、中   

央図書館職員１名と小・中学校の学校司書と図書主任が参加。３月の 

研修は、中央図書館職員１名、ふじみ野分館職員１名と小・中学校の 

学校司書が参加した。 

 

＜鶴瀬西分館＞ 

 ・資料に基づき報告。特に学校連携、年間利用状況について説明。前年度比、来

館者数２２％増、貸出利用者２３％増、貸出冊数３２％増。中央図書館開館後

も、利用者数、貸出冊数ともに前年度４月よりやや多い。 

 

【質疑応答】 

委員：「図書館博士」の参加人数と学年は。 

図書館：２年生２名、４年生１名が参加した。 

委員：このような取り組みを短時間でよいので頻繁に行うとよいと考える。 

図書館：学年に合わせた調べ学習のプログラムを考えている。学年ごとにテー

マを設けレベルアップできるものを計画している。 

委員：そこから「図書館サポーター」につながっていくとよいと考えるが、 

サポーターの人数は増えているか。 



図書館：増えてはいない。現在、中学生６名と高校生１名が活動している。ポ 

    スターを作成する等し、図書委員会の児童・生徒を中心に募集をして 

    いる。 

委員：活動の内容が充実し、学習効果が出てくることに期待したい。 

委員：新１年生に図書館利用カードを作成しているとのことだが、作成後、 

図書館に来た１年生たちの様子はどうか。 

図書館：スタンプラリーも行っており、昨年度より利用は多い印象である。 

委員：自分の利用カードがある嬉しさ、図書館を使う楽しさを感じてもらい、 

そこから本を使って調べる楽しさへとつながっていくとよいと考え 

る。 

 

＜ふじみ野分館＞ 

 ・資料に基づき報告。特に「カフェ・トーク」「読書へのアニマシオン」につい

て説明。平成２９年度の貸出冊数は前年比３０％増。中央館開館後も、利用者、

貸出冊数ともに前年度４月よりやや多い。 

 

【質疑応答】 

委員：教員５年次研修受け入れは各校何名ずつか。 

図書館：市内２校、各校１名ずつである。 

委員：５月８日に行った「見て聞いてわかる！小学生への読み聞かせおすす 

め絵本」には何名の参加があったか。 

図書館：９名参加。これから読み聞かせを始める方と経験者が半分ずつだった。 

少人数だったので、１人ずつの質問に答えることもできた。 

委員：教員５年次研修の研修内容、期間はどのようなものか。 

図書館：期間は２日間。図書館業務を理解してもらうことを目的として、カウ 

ンター業務や児童向け事業の補助、選書を体験してもらった。 

委員：教員５年次研修は、様々な現場を知ることで視野を広げることを目的 

とした教員育成の取り組みの一環である。 

委員：中学生の職場体験の受け入れもしているのか。 

図書館：受け入れしている。 

 

〈その他〉 

【質疑応答】 

委員：本の修理講習会の申し込み状況はどうか。 

図書館：現在８名応募がある。 

委員：音訳者養成講座（初級）の申し込み状況はどうか。 

図書館：現在１１名応募がある。 

 

委員：中央図書館の年間活動報告の中で、障がい者サービスの利用統計があ 



るが、利用者が大人なのか子どもなのかが分からない。子どもの利用 

の実態が分かるようにする必要があるのでは。 

また、図書館では子どもが参加するイベントが様々行われているが、 

その中で発達障がい等の可能性があるのでは、と気づくような場面は 

あるか。図書館が他施設と連携し、早期にケアする等、できることは 

ないか。 

委員：「富士見市教育振興基本計画」では、発達障がいの子どもたちへの早 

期支援を推進しているが、図書館にできることはあるか？ 

図書館：鶴瀬西分館には、特別支援学級の児童が定期的に来館している。図書 

館利用を通して、子どもたち自身は社会生活に慣れ、周囲は障がいの 

ある子どもたちへの理解を共有することにつながっている。 

委員：富士見市の方針として、発達障がいの子どもへの支援を推進するとい 

うことで、図書館協議会委員は研修の機会があったが、指定管理者は 

研修対象となっていない。子どものプライバシーに十分に配慮した上 

で連携をしていくためには、指定管理者、ＰＦＩ事業者への研修の機 

会が与えられるべきではないか。 

 

委員：学校への情報発信の方法について。広報誌だけでは情報は十分に届か 

ない。イベントへの参加を校長へ直接呼びかければ、図書委員の児童 

へ参加を促す等、学校内で図書館の情報が届きやすくなる。 

委員：「富士見市子ども読書活動推進計画」においても、第１次から第３次 

に共通して、ヤングアダルトへの広報が課題となっている。ＩＴネッ 

トワークを活用し小・中学校と連携することはできないか。 

生涯学習課：検討する。また、市の教育方針への理解を図るために、指定管理者、 

ＰＦＩ事業者への研修の機会についても、内部で調整し検討する。 

委員：ＩＴネットワークを用いて、図書館と学校との情報交換が容易にでき 

る仕組みが必要と考える。 

 

委員：富士見市の図書館はヤングアダルトの利用が少ない。この世代の生の 

声、リクエストを活かして資料購入、資料展示していくとよいのでは 

ないか。 

図書館：もともと図書館サポーターは中高生の声を聞くという目的で始めた活 

動である。 

 

５ 中央図書館リニューアルオープンに伴う利用状況について 

図書館：照明について。一般書エリアと児童書エリアとの境界部分の照明が暗 

いとの声がある。建物の構造上の問題、ＬＥＤ照明の性質の問題でも 

あり、やや暗いエリアはあるが全体としては明るくなった。 

また、コンセント付の席が５席あるが、延長ケーブルを設置してコン 



セント付の席が増設できるか検討している。 

 

６ その他 

委員：サンキュータツオ氏の講演会のアンケート結果について。どのような 

   意見があったか。 

図書館：講演は好評であった。講演会をもっとやってほしいという意見もあっ 

た。また、中央図書館リニューアルオープンについて、どこが以前と 

変わったのか分かりやすい広報があるとよいという意見もあった。 

図書館：講演で紹介された辞書で、中央図書館で所蔵のないものは購入した。 

委員：他市の図書館では辞書の一夜貸しをしているところもある。中高生、 

大学生の利用を促すためにも他市の事例を参考にしてはどうか。 

 

委員：図書館展示ホールにて展示中の「さくらねこ活動写真展」について。 

   市民と市が協働で取り組む「富士見市協働事業提案制度」で実施して 

いる事業である。平成３０年度実施事業は４件あるが、富士見市の伝 

統産業である座敷ぼうき製作技能伝承者の育成事業もそのひとつで 

ある。図書館は、活動の宣伝や展示場所としてとてもよい。このよう 

な事業、イベントに合わせて本を展示したりしてはどうか。 

委員：図書館は関連する資料の展示、事業の実施者は、図書館の広報誌に記 

   事を寄稿する等、協力していくとよいと考える。 

 

  

○次回の開催日時について 

次回  平成３０年６月２３日（土） １０：００～ 

中央図書館レセプションルームにて開催予定。 

 

７ 閉会（渡辺委員長） 

 

 


